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短頭種気道症候群アップデート 診断・内科治療 

 

城下 幸仁（犬・猫の呼吸器臨床研究会） 

 

パグ、フレンチブル、ブルドッグのような極度の短頭種犬では、頭部骨格の短縮と軟

部組織との不均衡が原因で、気道抵抗が増加し、上気道閉塞を発症しやすくなる。

これを総称して短頭種気道症候群という1,2。近年は、Brachycephalic Obstructive 

Airway Syndrome （BOAS）が世界共通用語となっており、本稿でもBOASと記述す

る。BOASは、鼻孔狭窄、軟口蓋過長・肥厚、喉頭小嚢外転、気管低形成などの形

態学的特徴を有し、いびき・睡眠呼吸障害、頻呼吸、スターター、ストライダー、運動

不耐性などの臨床徴候を示す3,4。数年の慢性経過で粘膜浮腫や喉頭虚脱などの二

次性変化や、次いで心肺機能に障害を示すようになり、無処置ではQOLは低下し、

最終的には失神発作や睡眠時無呼吸発作を繰り返し、窒息死に至る（突然死）3-6。

近年、とくにフレンチブルは人気犬種となり、国内外とも急速に飼育頭数が増加して

いる。一方、BOASに罹患している犬の飼い主の58-60%は自分の犬は呼吸器疾患

ではないと誤認識していることがいくつかの研究報告で示されている7,8。今後、動物

福祉に反する方向に選択繁殖が向かうことが危惧されており7、正しい繁殖調整のた

めに妥当な診断基準作成が求められている。今回、BOASの診断および内科療法に

ついて最近の情報をまとめた。 

診断 

外観と症状で診断自体は容易であるが、2005年にPoncetらにて、いびき、吸気努
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力、ストレスや運動不耐性、失神歴の臨床徴候の頻度と、消化器症状と重ねてスコ

ア化したBOASの臨床グレーディング法（グレード１～３）が提案された9。現在それを

もとに、運動負荷前後の異常呼吸音と吸気努力をスコア化する“respiratory 

functional grading: RFG”が考案され、これでBOASの有無が規定されている(グレー

ド１と２をBOAS-、グレード3と４をBOAS+)1,8,10,11。そしてそのRFGをgold standardと

し、全身圧プレチスモグラフィ（WBBP)を用いて非侵襲的にBOASを定量化する試み

がなされている（“BOAS指標”）1,8,10。 現在、“RFG”はBOAS診断の世界的標準fにな

っている。一般動物病院でも実施可能である12。 

胃食道逆流（GER) 

BOASでは、流涎、吐出、嘔吐などの消化器の病態と併存することが多く9,13-15、外

科手術適応となったブルドッグ、フレンチブル、パグのうち、消化器症状を示したのは

全体の56％であったとされ16、空気嚥下17、吐出18 、胃腸運動障害9,16,19 、食道裂孔

ヘルニア15,20の有病率が高い。このような消化器症状は、体格の大きな雄のフレンチ

ブルにとく好発する9,21。診断は、内視鏡9,19,22、透視検査、バリウム嚥下造影検査17、

食道ｐH17による。治療は、上気道整復術と合わせ、重症度に応じて2～3カ月間、オ

メプラゾール 0.7mg/kg PO q24h、シサプリド 0.2mg/kg PO q8h、スクラルファート１g

を食間にq12h、プレドニゾロン 0.5mg/kg PO q12h （胃壁に線維化を伴う場合）を投

薬する19。観察期間６ヶ月にて、呼吸器疾患の88.3％、消化器疾患の91.4％におい

て、飼い主評価は良好であった19。 

睡眠呼吸障害(Sleep-disordered breathing, SDB) 

イングリッシュ・ブルドッグ（EB) はSDBの自然発生モデルとして医学研究に用いら



3 
 

れてきた 23 。EBにおいては、レム睡眠中に発作の頻度と重症度が高まる 23 。短頭

種犬全般において、閉塞性および中枢性睡眠時無呼吸が報告されている 23-26 。セ

ロトニン再取り込み阻害薬はノンレム睡眠時のSBDに有効で、セロトニン拮抗薬はレ

ム睡眠時のSBDに高い有効性を示す27。犬におけるSBDはレム睡眠中に頻発するた

め、犬ではセロトニン拮抗薬が最も適切な選択肢である28 。基礎研究にて、オンダン

セトロン2mg/kg投与で、ブルドッグのレム睡眠における呼吸障害指数（RDI）は有意

に減少した29。 SDBは、EB、フレンチ・ブルドッグ、パグ、キャバリア、チワワでも発

症する可能性がある28。診断については、睡眠中に5回以上の無呼吸または低呼吸

が認められ、さらに、飼い主から以下のうち少なくとも一つの稟告があることが犬の

SDBと定義されている24。1）息を止めて目覚める、またはあえぎや窒息感などの苦

痛を伴って目覚める、2）日中の活動レベルの低下や傾眠状態、3）呼吸の中断や無

呼吸発作、4）特定の睡眠姿勢をとろうとする（顎を上げた姿勢、座った姿勢、口にお

もちゃをくわえるなど） 24。治療は、5HT3拮抗薬のオンダンセトロン1mg/kg q12h 経

口投与が推奨されており 25,29、犬におけるSBD発作の頻度と重症度を低下させるこ

とが示されている 25,29 

熱中症 

犬の熱中症は、過剰な熱の蓄積と体温調節の障害によって引き起こされ、重篤な

臓器障害や死亡に至ることがある。短頭種は熱中症のリスク要因とされている30。深

部体温が43℃を40分以上持続すると熱中症が出現する30。43℃以上の体温は、

58.33%の高い死亡率を示すが、重症度判定に体温は必ずしも重要ではない31。肥

満、運動不足、熱への順化不十分の短頭種犬で発症しやすい30。行動変化や血液
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検査で診断可能である。虚脱、意識レベル低下31、痙攣、急性腎不全、横紋筋融解

症、皮内出血・血尿・下血、DIC(発症率50％）を示す。有核赤血球数増加と高CK（中

央値17,000 U/L）は重要な診断指標となる30。犬の熱中症に「熱関連疾患グレーディ

ングシステム」が考案され妥当性も確認されている31。このシステムでは、軽度（呼吸

異常、無気力）、中等度（消化器症状、単発性痙攣、発作性虚脱）、重度（神経機能

障害、消化管出血、出血障害）と分類されている31。 治療は、 “cool first, 

transport second” 「自宅でクーリングしてから移動（来院）」31,32が原則で、クーリン

グは、「冷水浸漬」が第一に推奨されている。「風を当てながら水噴霧」が次に推奨さ

れる31,32。アルコール噴霧は、毒性と引火性あり非推奨とされる32。上記の「熱関連疾

患グレーディングシステム」による死亡率は、軽度：2.21％、中等度：5.46％、重度：

56.76％であった31。発症から数分以内に10℃の冷水に浸漬し体温38.8℃までに下

がれば、100%生存した31。冷水浸漬は、意識レベル低下の犬では溺水の可能性あり

推奨できない。 

術後管理におけるネブライザー療法 

上気道整復術後には咽喉頭浮腫で呼吸困難を生じやすい33-35。とくにパグで生じ

やすい35。診断については、抜管直後に発症し、チアノーゼ、吸気努力、SｐO2低下

を確認する。治療は、ジェット式ネブライザーを用い、アドレナリン（ボスミン®外用液

0.1%）0.3-0.5ml+生食5ml/回、1回10分間、フローバイで、6時間ごとに行う。ステロイ

ドや軽度の鎮静剤も併用し、処置後ただちに（＜10分）効果が現れる34,35。合併症は

軽度で、悪心（3/31)、嘔吐（3/31)、レッチング（1/31)があったと報告されている 35 

体重過多・肥満 
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Body condition score（BCS）高値はBOAS危険因子である1,2,10。非短頭種でも、

肥満犬では20％体重減量するとPaO2値や一回換気量が正常犬と同レベルに改善

すると報告されている36。現在、アメリカのテキサスA&M大学獣医学部で、「BOAS肥

満犬を減量のみで治療する」 臨床研究中である。肥満は、パグとブルドッグで問題

となる1,10。診断については、BCSにて6/9以上を確認する。治療は、目標体重の維持

量の60%を１日2～3回に分け、毎日歩く、食事以外与えない36。この方針で、1週間で

初期体重は平均1.34 ± 0.35%ずつ減少し、平均16 ± 3.0 週間で、BCS5-6/9まで

減量できたと報告されている36。テキサスA&M大学獣医学部の臨床研究は正式には

未発表だが、体重が10〜15％減少した犬で顕著な改善あり、WBBP解析にて呼吸流

量の増加や運動耐性の改善がみられた、という。 

外科非適応症例 

BOAS外科非適応の明確な診断基準は示されていない。Hendrickは、睡眠時無

呼吸の実験コロニーのブルドッグでは4歳以上から上気道拡張筋群の代償不能をき

たし始め、6-7歳で上気道閉塞や循環器の機能不全を示し、8歳で突然死を生じると

いう自然経過がみられたと述べている5。筆者は、このような時期に至ったBOASは外

科非適応と考えられ、ネブライザー療法、体重減量、酸素投与、慢性胃炎処置など

を組みあわせたり、肺機能残存あれば永久気管開口術を適用したりしている。 

さいごに 

BOASの診断と内科治療について最近の情報をまとめた。現在、RFGは世界的標

準となり、グレード1と2は経過観察、グレード3は外科検討、グレード4はただちに外

科適応で繁殖禁忌と、対処法が指示されている。今後、減量など、グレードや状況に
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応じ様々な治療オプションが見出されるかもしれない。また、獣医師は不適切な繁殖

を避けるよう飼い主に啓蒙し、動物福祉に貢献することが求められる。 
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